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11 学習社会への視点

（宜〉 問題の所在

j問6 や） 現在は学歴社会といわれています。あなたは，これを改めた方が
ょいと思いますか，それともいまのままでよいと思いますか。

改めた方がよい 71% 

i 今のままでよい 24% i 

し その他・無回答 s% I 
(1985年1月4日 毎日新聞「全国教育世論調布」より〉

上の調査が端的に示すように，現代の日本は学歴社会であり，それも基本

的に改めるべき問題を含んでいるとされる也事実，学歴社会を問題視する研

究〈番〉，啓蒙〈書〉はかなりの数にのぼる。しかし，具体的に何が問題かと

いう点では必ずしもコンセンサスが得られていないようだ。というよりは，

むしろ論点があまりに多様と言うべきか。教育に関するあらゆる問題が学歴

社会の問題として論じられ，極端な場合，社会問題の原因は全て学歴社会に

ありといった議論がなされる場合もある。また，その評価も，学歴の全面否

定からより徹底せよとするものまで，全く相反する立場がともに学歴社会の

問題として論じられる事も少なくない。

他方，学習社会の場合はどうか。ある意味で学歴社会の問題とちょうど逆

の立場にあるといえよう。その典型が「学歴社会から学習社会へJという本

節の標題であろう。学歴社会があらゆる問題を含むとすれば，その全てを解

決する魔法の言葉が学習社会である。

「これまでも，政治家や産業界，地域社会や親たちなどが，誰も解決策を

知らないような難題に当面したとき，これを『教育の問題』と名付けそれの

解決を学校に押しつけて済ませてしまうことがよくあった。その場合，いわ
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ば学校が社会的諸問題を投げ入れる紙屑簡のように扱われてきたわけだが，

生涯教育論もこれに似ている。」〈市川昭午『生涯教育の理論と構造~））
生涯教育を一種の「紙屑寵理論wastebasket theory Jとする市Jllの指摘は

そのまま学習社会にもあてはまると言えよう。マイナスの紙屑龍が学歴社会

とすればプラスの紙屑龍が生涯教育あるいはその基盤となる学習社会という

ことになる。もちろんこの指摘の窓図は，生涯教育や学習社会を否定する事

ではなく，ともすれば総花的理想論・抽象論になりがちな生涯教育論や学習

社会論に対し具体的な制度の在りかたや実践の方法の提起を要求するところ

にある。

実際，生涯教育や学習社会への志向性は，かつてない変動を被っている現

代社会の切実な要求として提示されたものである。たとえば，生涯教育を必

要とする社会的背景として次のような項目が提示されることが多い。

① 社会の急激な変化〈技術革新や情報化の進行により社会生活上不断の

，学習が必要〉

① 平均余命の延長〈人口構成の変化による中高年や婦人の第二の人生の

ための学習など新たな学習内容の要請と学習人口の増大〉

① デモクラシーの要請〈民主主義を突質化させるための市民としての識

見の要請〉

① 余暇の増大〈余暇の使い方や新たな生き甲斐追求のための学習〉

⑤ 学習機会の増大〈マスコミや社会教育の発達，視聴覚教材の普及，番

物の大衆化〉

＠価値の多元化〈規範・価値の相対比を前提にした主体的選択と新たな

コミュユケーショ γ確立のための学習〉

⑦学校教育の限界（上記の教育需要に対し学校は画一的に制度化されて

いるために限界がある〉

いずれの項目も，日本の社会が今まさに当面している問題である。「一一課

題から実践へ一一Jとの本替の副題が示すように，生涯教育の必要性，すな

わち学習社会の成立への要請は具体的実践の段階にあると言えよう。
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従って，ここでは学歴社会の問題の理論的検討あるいはその解決方法とし

ての一般的・普遍的学習社会論ではなく，現に地域社会に生活する人々の行

動や意識・意欲を重視する立場から考察を試みたい。具体的には，まずこの

ような観点から，多種多様な学歴社会にめぐる論点において何が問題なのか・

〈問題性〉を整理する。次いで，それに対し学習社会はどのような方向を提

示するのか〈志向性〉という点について代表的な学習社会論を概観すること

から明らかにしてゆきたい。そして，静岡県で実施した調査〈御殿場市「生

涯教育基礎調査」〉を基に具体的な地域社会における学習社会の現実化の可能

性を探りたい。

(2) 学歴社会の問題性

学歴社会を辞書穏に定義すれば「成員の社会的地位の決定要因として『学

歴』の占める比重が相対的に大きい社会，とりわけ，職業的地位が個人の獲

得した教育歴の多寡，あるいはその質の高低により決定される度合が著しく

高い社会」となろう。しかし，この意味での学歴社会は，教育が特定社会に

おける人々の選技や配置に関わることを全面的に拒否する立場を除き，必

ずしも否定すべき問題ではない。と言うよりもむしろ一つの進歩とも言え

る。

通常，社会的地位は「帰属的地位ascribedstatus Jと「業鎖的地位achieved

status」の二つに分類される。すなわち前者は，性別， 年齢など個人の努力

とは関係ない生得的要因により決定される地位であり，後者は，個人の能力

や努力により遥成・獲得される地位を意味する。さらに一般に，社会の近代

化・産業化に伴い人材の選故・配分の基準は前者から後者へ，言い換えれば

「属性原理」から「業績原理」へと移行する。ぞしてその機能を担うべく制

度化されたのが近代公教育＝学校である。その意味で学歴社会は，個人にと

っては誰もが平等に社会的上昇を，社会にとっては適切な人材を全体社会に

自由に求め石ことが史上初めて可能になった社会と言える。民主主義の制度
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化のーつの具体化が学歴社会であるとも言えよう。先に「一つの進歩」とい

った所以であるo

従って，学歴社会の問題を教育＝学校が人々の社会選抜の手段となる事自

体に有るとする場合，学校に代わる新たな選抜シ丸テムを提起することが要

請される。個性あふれる多種多様な人々と，細分化された分業・役割との多

元的組み合わせを要請する現代社会の現実を無視した一方的心情的学歴社会

拒否論は，その意図の普意にもかかわらず，かえって新たな不公平を生み出

す結果となろう。

もちろん無条件で学歴社会が肯定されるわけではない。少なくとも，学歴

社会が一定の合理性を有するには，①教育の機会均等，特に高等教育機関の

開放性，①学歴と特定の職務遂行能力との対応関係の明瞭性，などが必要と

されてきた。しかし，①の課題の具体化としてなされた高等教育の拡大は，

職務遂行能力との関係が不明際な高学歴者を多量に輩出することにより①の

課題が成立しえない状況をもたらした。その結果，学歴は，特定の知識・技

術の教育＝学習とその結果としての学力〈用具的価値〉の証明というより

も，その学歴を獲得することを可能にした価値観，資質，パーソナリティ等

〈秩序的価値〉の証明として，人々を「ふるいわける screeningJ規準とみ

なされるようになった。そして，この過程が強化される時，一度獲得したと

証明された学歴は，一種の身分として属性化することになる。

さらに，多くの実証研究により，教育の拡大が当初期待されたほどには社

会的平等の進行に寄与していないことが明らかにされてきた。例えば，就学

の機会均等を前提にしても，就学以前に社会化された言語や動機づけに起因

する能力の階層差の解消はかなり困難であることが指摘される。加えて，能

力と遺伝とが関係し，あるいは，学校文化が中間階級に親近性をもっとすれ

ば，学校における能力中心の業績主義的評価と選別は，かえって階層差を国

定，拡大させることになろう。業績原理の進行がかえって新たな属性原理の

問題を生み出すわけである。

このような状況において，学歴への欲求は，積極的にはより評価の高い学
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校の卒業証明書を獲得するために，消極的には高学歴を保持しないことによ

るハγディキャップから脱れるために，一層強化される。その結果，受験競

争の激化，それに伴う成功目標の一元化，そして，そこから締め出される者

による逸脱行動の拡大など様々な問題が噴出することになる。かつて個人を

属性から解放した学歴社会は，今日，逆にそれを阻害する制度になりつつあ

るといえる。もちろん，昭和初期を代表として戦前も受験問題はあった。し

かし，それはエリートに成るための代償であった。他方，今日のそれは実質

上全ての子供に課せられる義務となり，その問題性は比較にならない。

他方，このような「学歴社会実像論」にたいし，賃金や昇進に関する実証

的研究に基づき「学歴社会虚像論Jが提起されている。その代表が，生涯賃

金においては特に大きな学歴差は無い，あるいは企業内で管理職に昇進する

に際し学歴がそれほど有効ではないと言った主張である。 20歳前後における

たった一回の評価で人を判断していては企業は生き残れない，と言うわけで

あろう。ただこの場合も，入社時での学歴のレッテル効果を否定しているわ

けではない。従って，社会のスタート時に少しでも有利なキップを手に入れ

よう〈入れさせよう〉とする者にとってどれほど説得力があるか疑問であ

る。

ところで，上記の問題性は賛否，虚実いずれにしても学歴による社会的地

位の形成作用を巡っての論議である。それに対し，学歴競争の目的が，大部

分の者にとって少数の特定銘柄の学校歴では無く偏差値を規準とする一元的

序列化の中での相対的位置争いであるとすれば．学歴は社会的地位の形成と

いうより地位表示の手段あるいは「社会的差異の表示記号」とも言うべきも

のになる。さらに，一点差に一喜一憂し，親子して合格を喜ぶ姿の深層に

は，単なる社会的地位の獲得ではなく，自己への挑戦，他者の期待への同調，

そして自尊心や生き甲斐にまで及ぶ問題があると考える。このことは，学歴

社会の問題性が，外在的な制度・システムの問題に止まらず，内在的・本源

的な人間の存在様式にまで及ぶ問題であることを窓味すど
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さて，以上，学歴社会の問題性を

①教育＝学校が社会的地位決定に関わる事自体の当否〈理念・目的の問

題〉

① 学歴の合理性の規準とその実質的有効度〈制度・シ九テムの問題〉

①学歴社会を支える人間の在りかた〈人間観・価値観の問題〉

という三つの観点から要約・整理してきた。もちろん，これ以外にも様々な

問題は指摘しうるが，ここでは以上の事に止め．次に学習社会論がこれらの

事についてどのような志向性を提示するかについて略述したい。

(3) 学習社会論の志向性

「学習社会というのは，すべての成熟した男女を対象として，生涯のあら

ゆる段階にパートタイムの成人教育を提供するだけでなく，学習，自己実

現，人間的になることがその目標となり，あらゆる制度がその目標の実現を

志向するよう，価値が変革された社会」

これは「学習社会learningsociety Jという言葉を初めて使用したロパー

ト・M・ハッチγスHutchins,R. M.の定義である。この定義に見られるよ

うに，学習社会が意味する学習とは，人生の一時期〈特に青少年期〉に特

定の場所・時間において限定された内容を教授することを中心とする教育＝

学校ではなく，成人一般を対象とするパートタイムの教育＝学習を中心と

し，その目標は自己実現にある。すなわちそれは，教育投資論に代表される

経済発展や社会的上昇といった一定の目的に対する手段としての教育＝学校

ではなしそれ自体が目的である「人間的になるJための教育，いいかえれ

ば無限に自己を高めることを意図する「継続的学習Jの過程としての教育＝

学習と言えよう。従って学習社会は， 「全成員が自己の能力を最高限度にま

で発達させることをめざす社会Jとして，教育機会の開放といった制度上の

発達ではなく，そのような方向への志向性という価値の次元での転換を不可

欠とする社会といえる。
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加速度的な技術革新による知識・技術の陳腐化を代表として，－急激に変化

する社会にあっては，将来を予測した人材の育成はかえって経済的にも不合

理なものとなる。さらに重要なのは，今後社会が人闘を労働から解放し余暇

を中心とするものに変化することである。人類は史上初めて「かしこし楽

しく，立派にいきる」という人生の真の価値に生きる条件を与えられる訳で

ある。そしてそれを可能にするのが生涯に渡る教育＝学習であり，社会のあ

らゆる制度・資源はその援助のために再編成されねばならない，ということ

である。

さらに， 「フォール報告」と過称される1973年ユネスコ「教育開発国際委

員会Jにより公刊された報告書『ラーュγグ・トク・ピー LearningTo Be』

（国立教育研究所内フォール報告書検討委員会訳『未来の学習』〉も，ハッチ

γスと同様の観点から教育の目的や学習社会の方向性，そしてそこにむけて

の人間像を次のように規定する。

まず教育の目的を「自己確立，すなわち， 『自己自身になる』ようにさせ

ること」とおき，具体的には青少年や成人を「特定の一生涯にわたる職業の

ために訓練」することではなく，.・r職業の流動性を最大限にし，学習や自己
形成の意欲を永久に持ちつづけるよう刺戟する」として教育投資論を批判す

るo さらに学習が「期間および多様性の両者の窓味において人間生活のすべ

てを含みJ，また，教育的，社会的，経済的資源など「社会のすべてのこと

にかかわるJとすれば， 「必要な『教育制度』の改善をこえ，学習社会とい

う段階まで到達しなければならない。Jと学習社会への必然性を述べる。

そして，この学習社会にむけての人間像を，階級や仕事あるいはイデオロ

ギーや価値などにより「分割された人間mandivided」ではなく「身体的，

知的，情緒的i倫理的統合による『完全なる人間 completeman』Jである

とし，その形成を「教育の基本的目標の広義の定義Jとしているo

このように，ハッチγス，フォール報告いずれも学習社会の基調を，脱教

育投資論と余暇社会に，すなわち国家の発展や個人の就職の手段としての教

育＝学校の批判と自由な精神に基づく教養を中心とする教育＝学習の要請に
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おいている。それに対し，教育の目的を人間的であるとすることは共有しな

がらも，－生活の中心をあくまで労働におき，職業教育を含めたより広い立場

から学習社会論を展開したのがアメリカのカーネギー高等教育委員会による

報告審『学習社会をめざして一一生活と労働と奉仕とに向かうさまざまな道

Toward a Learning Society: Alternative Channels 'to Life, Work and 

Science』（1974）である。

アメリカ版学歴主義とも言うべき「資格証明書主義 credentialismj（より

良い就職のためにはより高い学校の卒業証明替が必要〉により1960年代アメ

リカでは急激に高等教育が拡大した。その結果，不本意就学者の増加と長期

聞に渡る青年の社会からの隔離が問題となる。この現実に対しカーネギ一報

告魯は「労働は，個人をより社会に結びつけるうえで，他のいかなる生活技

術より効果的であるJという前提から，個人が労働と教育，そして奉仕を自

分の希望に従い自由に選択できるシステムの議入を要求する。そのためには

まず， OECD （経済協力開発機構〉の主張する「リカレY ト教育Jにみら

れるように，成人に大学教育の機会を保障することが必要となる。さらに，

大学以外に「コミュニティカレッジ」や「放送大学オープγユニパーシティ」

など多様な教育機関を設置することが重要である。すなわち青年期の一時期

に学校で獲得する資格の有無にその後の人生が拘束されないためには，成人

に対し生涯に渡る多様かつ体系的な学習の機会を保障することが必要である

というわけである。

以上，学習社会という言葉が一般化する主要な要因となった三種の代表的

な学習社会論の観点を略述してきた。それらは，余眼中心か労働中心かで差

はあるものの，教育＝学校の拡大はその当初の意図に反し，結果として人聞

をそノ化・手段化し疎外することになってしまったという教育の現状認識，

あるいはそれに基づく学習社会への志向性もほぼ共通すると言える。すなわ

ちその志向性は，先述した学歴社会の問題性に対応させ次のように要約でき

ょう。

①教育の理念として，究極的には，人間としての限り無い成長を目的と
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すべきであり，特定の目的の手段であってはならない。

① そのためには，いつでも，どこでも，だれでも，自己の自由な選択に

より，様々な内容を学習することが可能な制度・システムが保障されね

ばならなL、。

① さらにその前提には，社会の価値観，人間観の転換がなされねばなら

ない。

さてこのように学歴社会の問題性とそれに対応した学習社会の志向性を要

約できるものの，いずれも極めて抽象的理想論であり，そこから直接的に具

体的な実践の方途を読み取ることはかなり困難と言えよう。しかし，学歴社

会の問題は決して抽象的なものではなく緊急な対処が必要である。そして，

その方向性が上記の学習社会の志向性にあることも否定できない。他方，様

々な調査・研究に基づき現代日本の社会が既に学習社会への入口にあるとす

る論も多い。冒頭に提示した生涯教育を必要とする社会的背景はそのことを

証明しているようにも思える。しかし，実際のところどうなのか。学習社会

の実現は可能なのか。それは本当に必要なことなのか。そこには問題はない

のか。

そこで次にこれらの事を念頭におきながら， 「御殿場市 生涯学習に関す

る意識調査」 (1983年実施〉を手掛りに，より具体的な問題を提示していき

たい。

2 学習社会への可能性

「御殿場市生涯学習に関する意識調査」は，地域における生涯教育目標

設定にむけての基礎的研究の一貫として，i静岡生涯教育研究会〈代表 角替弘

志〉が御殿場市教育委員会の依頼のもと成人600名を対象として実施したも

のである。その内容は広義の学習概念のもと「1 学習行動（30項目〉」

「2 学習意識（56項目）」「3 学習意欲（6分野・ 370項目）Jからなる。
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従ってそのデータは多岐に渡るがここでは，その中から上記の問題に関係す

る部分を取り出し考察していきたL、。

〈宜） 学習意識の傾向

まず学習観であるが，全体として市民の学習の重要性・必要性を認める意

識はかなり強い。日常の中での幅広い知識・教養の必要性（5），生涯にわたる

学習の必要性（6），さらには資格や免許を取得することの必要性白）を求める者

の比率は「そう」「どちらかというとJを合わせ，いずれも 9割をこえる。

少なくとも意識の次元では学習社会への準備は整いつつあるというべきか

〈図1）。

ただ学歴にかんする意識はやや分かれるようである。（1）「学歴よりも実力」

という質問に対し「そう思う」と答えた者は41.1%. 「どちらかというとそ

う思う」と答えた者は31.3%，両方合わせると 7割以上と，他の項目ほどで

はないが，基本的には「実力重視Jが多数をしめる。しかし，表1が示すよ

うに20代から30代にかけて否定する率がやや高い。特に20代前半で「そう思

わない」とする者は31%と「そう思う」の36%とほぼ同率である。理念〈た

図1 学習観

{1）これからは学歴よりも実力が置視されると思う．－－－

{2）これからは学伎の勉強だりでは不十分だ。…....・H ・－

3.1 

{3｝これからは勉強はあまり必要でな〈なる。・・・・・H ・H ・－・2.9

μ）資格・免許はできるだけとっておいた方がよい。・…

(5）日常生活では幅広い知識が必要だ。 H ・H ・

｛同生涯にわたって学習することは必要だ．・・…・

12.9 11.6 

3.1 

4.9 
6.9 

4.7 
2 .. 1 
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他方，学習社会への志向性を支える要因である仕事と余暇への意識はEう

か〈図2）。 4

仕事に伴う学習への意識はかれ高い。先の学習意識と合わせ勤勉性未だ

健在なりというべきか。もっと~， M「仕事はほどほどに」に対して「思わ
ない」とする人が「どちらか」「そう」合わせて 6割余りと多数意見ではあ

るが，逆にそれは3割以上の人が「のんびりと」と思っているということで

もあること。あるいは， ω「生活のゆとりは趣味や楽しみからJを肯定する
人が8割5分であるのに対し，（の「自由時間増える」， ω「趣味に時間・経
費おしむな」については明らかに意見が分かれていること。乙れらの事か

ら，とまどいをかんじつつ徐々にではあるが余暇社会への意識の準備はなさ

れているようでもある。
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表1 「これからは学歴よりも実力が重視されると思うJx年齢

＼ご（齢h 35～ 40～ 45～ 50～ 55～ 60～ 65～ 70～ NA  
34 39 44 49 54 59 64 69 

そう思う d~） （~；） 20 （；~） (43) （~g) （~~） （；~） （~~） (24) (20) (100) (27) 

思思いいどどわもちうううらとかそとう

9 （；~） （~~） (23) （~~） d~） 21 （~g) (1~） 9 2 
。

°(25) (31) (36) (40) (0) 

ならとかそいとう （~） 12 .dg) (l~） （~） (1~） d~） （~） (3) (li) c/ の
。

(18) (0) 

そう思わな 11 （~） d~） (1:) (i~） (l~） c5 η (4 の （~） (1~） (20) 〈の0 L、 (31) 

NA c8) (2) 1 （~） ch (:) (1) （~） 
: 21 

(1~） (g) (g) (1) (7) 

〈注〉 〈〉内は各年齢の総計に対する比率

図2 仕事・余暇への意識

.(7)仕事の勉強をしないと皆から置き去りにされる．．．．．

(8）仕事のためなら無理をしても勉強すペきfto・山H・H・

但）これからは自由な時聞が増えるL思う0 .; 

。。生活のゆとりは趣味や楽しみから生まれる．一－－…－－－

ω趣味に時間・経費を惜しむべきではない。・

02)仕事はほEほEにしてのんびりやるのがよい。・・・ 12:3

(2) 学習欲求を構成するもの6.5 

2.z 

8.1 

1.4 
ところで，このような学習意識に対し，具体的にどのような内容の学習を

欲しているのかO・ 図3は370項目に渡る小分類の学習項目の中から「学んで

みたいJとして選択された項目の領域別総数と逆に各領域において全く選択

しない人の比率（NA率〉を示したものである。

まず，回答者全員の学習希望項目の総数は 1,437，一人平均22,6項目とか

なり多い。市民の学習意欲は非常に高いと言うべきか。

領域別に見ると，「家庭生活・日常生活」の分野が3,213項目と最も多く，

ついで「趣味・おけいこごとJが2,590項目と多い。以下「社会」（2,176),

「教養」（1,788），「九ポーツ・体育・レグリエーショ γ」（1,494）と続き，

最後が「職業」（1,21のである。

「生活Jに即したもの，また「趣味」の領域に関する項目が上位を占める

事は他の調査でも良く指摘される事である。さらにそのことは，表2に見る

ように， 「特に学習しTこい項目」の第一番目にあげられた上位20傑の中に，

合わせて16種目両領域の項目が入っている事でも確認できる。逆に， 3位

1.6 

au

－o

・e
・
－
－

”’’
a
－－－ 

3.6 

2.5 

てまえ〉がどうであれ，あるいは逆に実社会がどうであれ，現実に受験競争

の洗礼をうけざるを得ない〈得なかった〉世代にとって〈その親となる世代

にとって〉，そう筒単には「学歴よりも実力Jと言い切れないところか。学歴

社会を支える部分を暗示しているようで興味深い。と同時に，それが若い世

代に多いということは，受験体制が早期に無くなりそうもないこととあわ

せ，学歴社会意識の転換が容易ではないことを示しているのであるうか。



図3 領域別学習希望項目とNA （無解答）率 4位の「社会」と「教養」
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する主要な要素f;t.，趣味

や日常生活関連領域の項

目，もしくはスポーツで

あり，その中に職業に関

するものが若干加わる

が，すでに提起した学習

社会への志向性を実質的

に構成すると思われる社

会．教養の領域はかなり

限定されているというこ

とになろうか。学習社会

未だ遠しである。

では実際にどのような

学習行動がなされている

表2 特に学習したい項目20傑

1217 

30 語会話」の各一つずつにし

20 かすぎない。また両領域は

共にNA（無解答〉率が非

10 常に高い。従って，この分

。野に関心を持つ人は多くの
項目の学習を幅広く希望す

るが，それはかなり限定さ

れた人達であり，逆に興味

のない人はほとんど学習を

希望しないと言えよう。ま

たその欲求の程度も浅いよ

うである。他方， 「スポー

ツ・体育」関係が他に比較

して意外に少ない。 「特に

学びたい項目」としてゴル

順位｜ 項 目 名 傾 域

1 魯 道 趣 味

2 英 語 会 話 教 費

3 着 付 け（家庭生活〉 生 活

4 園芸・盆栽・家庭菜園 趣 味

5 編み物・レース編 趣 味

5 ゴ Jレ フ スポーツ

7 ダ ン ス スポーツ

8 "? イ コ シ 趣 味

8 フ． ーー ス スポーツ

8 ヨンピューターの基礎 職 業
11 4、．、 ン’ 習 寸F 』・ 生 活
11 物 価 と 景 気 宇土 会

13 民 協 趣 味

13 茶 道 趣 味

13 カ メ ラ・写 真 趣 味

13 自動車・オートパイの運転 生 活

13 ス キ ー スポーツ

13 着 付 け〈職業） 生 活
19 Z己 レ ク ト 一 :/ 趣 味

19 尺 入 趣 味

19 中 国 風 料 理 生 活

19 成人病 の 予 防 生 活

19 話し方・スピーチ 生 活

19 ヨ ガ スポーツ

19 経 理・締 記 職 業

19 国 宮コ世:J;' 技 術 日放 業

フ，ダγλ，テニλ，スキー，ヨガが入っている。いずれも最近になって大

衆化したものや新しく進出したものである。学習の対象となるスポーツには

一定の傾向があるようである。 λポーツへの関心が低いのではなく，普段や

っている事をあえて学習する対象とは思えないと見るべきか。

「職業」の領域は一人平均2.2項目と6領域中最も低い。 NA（無解答〉

率は最も高い。もっとも職業に関係するという意味で限定されるのは当然か

もしれない。しかし， 「特に学びたい項目」の中に「コンピュータの基礎」

「経理・簿記」「閤芸技芸」の三種が入っている。 「社会」や「教養」の領

域よりは関心が共通するようだ。

このように学習欲求の傾向をみるとき，先に示した学習意識の高さを構成

(3) 学習行動の実態

のか。

まず最も参加率が高いのが広義の学習行動としての地域活動型であり男女

いずれも 7割前後の市民がこの型に属している。 2番目がスポーツ娯楽型で

全体の6割以上の方が属し，特に男性の場合75.5%が「λポーツ試合観戦」

「九ポーツ大会出場Jのいずれかの行動を過去一年の聞に行っている。次い
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これも男性の比率が高い。そして4番目で「研修型」が5割以上で3番目。

「スポーツ学習型」〈参加率47.1%).5 番目「文化鑑賞型」〈同38.~%）. 6番

目「学級参加型」〈同22.5%). 7 番目「資格学習型」（同15.8~めと続き，最

後が最狭義の学習とも言うべき「教養型Jで参加率はわずか8.7%である。

また資格学習型を除きスポーツ学習型以後全て女性の比率が高い。どうも学

習意識の高さに比較して，実際の学習行動への市民の参加はあまり高いとは

言えないようである。とりわけ狭義の学習内容における行動は一部の人達に

限られるようだ。

以上，調査にもとづき学習社会への可能性を探ってきた。その結果，具体

的な欲求や行動の次元ではともかく，学習意識に関する限り学習社会への可

能性は高いと言える。言い換えれば， それが伝統的な勤勉性に基づく意識な

のか，新たな社会状況に対応した意識〈あるいは両者の混合〉なのかは別と

して，価値観の問題とLて学習社会への準備は整いつつあるといえよう。だ

がそれが学習社会への志向性として先に提示した①教育の目的において人間

としての無限の成長を意図し，①自由な選択・多様な学習を保障する制度の

要請の前提にある様々な学習J欲求を換気し，あるいは具体的な行動を強い

る，①価値観の転換につながるものかは不明である。

また浅たとえ趣味や生活関連領域を中心とするものであれ，しかし逆に，

いものであったとしても，非常に多岐に渡る内容への学習希望が存在するこ

とは事・突である。また地域活動を代表として，新たな学習の可能性を潜在さ

せた「場」における行動の参加率は高い。 「人間としての無限の成長」ある

いは「多様な学習意欲」といえども聖人君主となることを意図するわけでも

なければ日常生活から遊離することでもないであろう。むしろド日常の必要

どこか特別の世界の住民が高尚な知識に遊ぶ

日常，何気なく行う生活の中に新たな学だれもが，

習への芽が自然に形成される社会，それが学習社会の意図するところではな
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漸進的適応を意味すると考える。

そして，悪しき学歴社会への信仰はこのような日常生活に根差した生きか

たの次元における変容なくしては消え去らないのではないか。少なくともそ

れが，社会的選抜の公正さのみを規準とする学力社会としての学習社会への

転換である限り，今日の学歴社会の問題はかえって拡大再生産され続けられ

よう。

そこで，最後にこのような観点を前提として，特に地域社会における学習

社会の現実化にむけての方向性について若干の提案を記述し本節を終わりた

い。

(4) 学習社会に向けて

まず第一の問題は，言うまでもなく，調査に見られるように浅く広くしか

し確かに存在する人々の学習意欲の深化と行動の喚起である。そのためには

次の事を考慮する必要があろう。

① 学習の概念とその範囲を狭く限定しない。

① 学習の場や学習の機会を多様な場面に求める。

① 学習の成果がいかされる場を用意する。

＠ 顕在的，潜在的な学習グループの把握

⑤ 異質な学習者・学習グループの相互交流の推進

第二に，このようなことを実践に移すに当たり重要な事は何か新たな施設

や委員会を設ける事ではない。まず必要なのは従来からある様々な施設・機

関を有機的・総合的に運営する事であり，そのための諸施設のネ γ トワーク

化の検討である。その際，次の事が課題となろう。

①住民のニーズに適合した学習プログラムの提供や諸施設の開放

①有効的な広報活動の推進

① 利用状況の総合的把擾

第三に，第一と第二の問題は地域を基盤にした活動の中にその具体化の場

囚学歴社会から学習社会へ 295

を与えられよう。すなわち，

①地域の会合を限定された情報伝達の場ではなく様々な意見の交換や学

習の場とする。

①地域活動の場を多様な学習〈者・グループ〉の交流と育成の場とす

る。

① 同じく地域活動の場を個人やグループの学習の成果がいかされる場と

する。

① 以上のことを前提として地域の問題・課題についての情報，意見交換

の場の組織化

といった点が考えられる。

第四に地域活動はこのように様々な可能性を秘めているものの，それが実

際に新たな学習社会としての自由かつ聞かれた場として機能するためには，

各世代の意見や行動の積極的な把握・活用，並びに相互の有機的な交流の推

進が不可欠であることを強調しておきたい。

そして最後に，繰り返しになるが，上記の行為はあくまで住民の生活に即

し，自発性に即したものでなければならないことを確認するため，次の『ラ

ーュγグ トゥ ピー』の一文で本節を終わりたい。

「ここでは，教授活動は学習活動へと席を譲る。教えられるということは

なくならないが，人間は教育の客体というよりも，むしろ主体としての性格

を帯びてくるo教育を保護者や当局者から授与される贈物や社会奉仕である

かのように受容することはなくなる。知識を，および自己自身を克服するこ

とによって，教育を吸収していくのである。そしてこのことが人聞を，獲得

された知識の受領者ではなく，最高の主人にするのである。」

〔注〕

(1）市川昭午『生涯教育の理論と構造』教育開発研究所，昭和56年（1981）。

(2）麻生誠・潮木守一編著『学歴効用論』有斐閣，昭和52年（1977）。麻生誠・竹内宏編

箸『日本の学歴生涯は変わる』有斐閣，昭和56年 (1981）。R. コリンズ（新調通也

監訳〉『資格社会』有信堂，昭和59年 (1984）。
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(3) 小池和男・渡辺行郎『学歴社会の虚像』東洋経済新報社，昭和54年（1984）。

臼） 岩内苑ー『学歴主義は崩壊したか』日本経済新聞社，昭和55年（1980）。日本教育

社会学会編『教育社会学習研究第38集ー特集学歴の社会学一』東洋館出版社。

特に門脇厚司「学歴問題研究の新たな課題J，天野郁夫「教育の地位表示機能につ
いて」を参照。

(5）国立教育研究所内フ才一ル報告密検討委員会〈代表平塚益徳〉訳『未来の学

習』第一法規．昭和50年。新井郁男編著『現代のエスプリ 第146号』〈「ラーユン

グ・ソサエティー一明日の学習をめざしてJ）至文堂。新井都男『学習社会論』，第一
法規，昭和57年（1982）。

(6) 本調査の慨要と分析結果についセは次の論文・ー報告書を参照の．こと。①「成人の

学習行動の分析に関する基礎的研究」 『静岡大学教育学部研究報告〈教科教育編〉

第15号』昭和58年（1983），②御殴場市教育委員会社会教育課・『御殿場市生涯教J育

基礎調査報告書第二次』
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